
で
、
組
合
活
動
に
制
限
を
受

け
な
が
ら
の
取
り
組
み
で
し

た
が
、
今
大
会
で
、
取
り
組

み
の
確
認
と
、
来
季
に
向
け

た
方
針
を
、
多
く
の
組
合
員

で
確
認
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。 

２
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は
、
私

た
ち
の
生
活
、
雇
用
を
大
き

く
脅
か
し
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
非
正
規
労
働
者
、
時
間

給
で
働
く
労
働
者
に
、
シ
フ

ト
の
削
減
や
業
務
の
縮
小
等

で
収
入
の
大
幅
減
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
も
て

は
や
さ
れ
な
が
ら
、
医
療
・

福
祉
・
介
護
で
働
く
労
働
者

は
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
全
国
一

般
の
仲
間
に
も
、
非
常
勤
の

外
国
語
講
師
、
ホ
テ
ル
の
ベ

ッ
ト
メ
イ
キ
ン
グ
、
サ
ー
ビ

ス
業
等
で
働
く
非
正
規
労
働

者
、
病
院
、
介
護
職
場
で
働

く
組
合
員
が
加
盟
し
て
お

り
、
労
働
条
件
、
労
働
環
境

の
改
善
を
厳
し
い
状
況
の

中
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
解
雇
、
雇
い

止
め
、
賃
金
カ
ッ
ト
と
闘
う

丈
夫
屋
、
し
ら
ゆ
り
歯
科
、

ビ
ス
テ
オ
ン
の
裁
判
、
労
働

委
員
会
闘
争
も
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
丈
夫
屋
の
不
当

労
は
間
も
な
く
行
政
訴
訟
が

東
京
高
裁
で
判
決
を
む
か

第２４回定期大会 
9/19（日）  

１２：３０開場  

１３：００開始  

１５：００終了  

横浜市開港記念会館１号館 
〒231-0005 

神奈川県横浜市中区本町１−６ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年８月３日                 全国一般神奈川                    第２５５号（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
８
月
４
日 

１
４
時
３
０
分 

合
同
庁
舎 

神
奈
川
労
働
局
交
渉 

 

●
８
月
４
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
８
月
６
日 

１
１
時
３
０
分 

ウ
エ
ブ 

ビ
ス
テ
オ
ン
賃
金
未
払
い
請
求
裁
判
第
５
回
弁
論 

 

●
８
月
８
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

 

●
８
月
１
５
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
８
月
２
１
日 

１
２
時
３
０
分 

星
川 

み
ん
な
の
み
ら
い
計
画
会
議 

 

●
８
月
２
１
日 

１
８
時 

海
老
名 

エ
イ
ボ
ン
会
議 

 

●
８
月
２
２
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
１
１
回
支
部
代
表
者
会
議 

 

●
８
月
２
３
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
１
１
回
担
当
者
会
議 

 

●
８
月
２
６
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

●
９
月
１
１
～
１
２
日 

第
３
１
回
全
国
協
定
期
大
会 

 

１
１
日 

１
３
時
～ 

 

１
２
日 

９
時
３
０
分
か
ら
２
時 

 
 

日
暮
里
サ
ニ
ー
ホ
ー
ル
５
Ｆ 

日
暮
里
駅 

 

●
９
月
１
４
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
１
２
回
執
行
委
員
会 

 

●
９
月
１
９
日 

１
３
時 

開
港
記
念
会
館 

第
２
４
回
全
国
一
般
神
奈
川
大
会 

 

 

組
合
員
の
皆
さ
ん
！ 

全
国
一
般
神
奈
川
は
、
来

る
９
月
１
９
日
、
第
２
４
回

定
期
大
会
を
横
浜
開
港
記
念

会
館
で
開
催
し
ま
す
。
昨
年

に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
の

大
会
と
な
り
ま
す
。
大
会
運

営
や
詳
細
は
、
感
染
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
今
後
決
定
し

て
い
き
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
感
染
対
策
を
し
っ
か
り

準
備
し
な
が
ら
の
大
会
と
な

り
ま
す
。 

昨
年
の
第
２
３
回
定
期
大

会
以
降
、
私
た
ち
は
大
会
方

針
に
基
づ
い
て
、
職
場
で
の

取
り
組
み
の
強
化
、
争
議
の

勝
利
、
労
働
相
談
の
取
り
組

み
、
組
織
強
化
を
掲
げ
て
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

９・１９ 第２４回定期大会へ！ 
労働者の権利侵害を許さず、「安心して働き、生活

できる社会」の実現に向け、大会を成功させよう！ 

え
、
し
ら
ゆ
り
歯
科
は
、
６

月
に
高
裁
の
判
決
が
確
定
、

労
働
委
員
会
も
命
令
待
ち
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
り
組
み
、

２
１
春
闘
の
取
り
組
み
を
振

り
返
り
、
来
季
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。 

ま
た
、
今
大
会
は
役
員
改

選
の
大
会
で
も
あ
り
ま
す
。

８
月
か
ら
は
組
合
員
の
投
票

も
始
ま
り
ま
す
。
組
合
員
の

皆
さ
ん
と
、
新
し
い
体
制
を

つ
く
り
、
抱
え
る
課
題
を
一

つ
ひ
と
つ
解
決
し
、
労
働
者

の
権
利
侵
害
を
許
す
こ
と
な

く
、
労
働
者
が
安
心
し
て
働

き
、
生
活
で
き
る
社
会
の
実

現
に
む
け
て
、
第
２
４
回
定

期
大
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

う
。 

（
委
員
長 

沢
口
） 

昨年度第２３回定期大会での「団結ガンバロー」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年８月３日                 全国一般神奈川                    第２５５号（２） 

2021 年神奈川最賃審議会で意見陳述 
横
浜
大
桟
橋
や
レ
ン
ガ
倉
庫
な

ど
が
眼
下
に
見
え
る
万
国
橋
会
議

セ
ン
タ
ー
４
０
５
号
で
、
第
４
１

４
回
神
奈
川
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
公
益
代
表
者
委
員
、
労
働
者

代
表
委
員
、
使
用
者
代
表
者
委
員

と
神
奈
川
労
働
局
長
、
そ
し
て
傍

聴
者
７
名
が
揃
い
、
神
奈
川
の
今

年
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
７
月
１
４
日

に
は
先
だ
っ
て
中
央
最
賃
審
議
会

が
全
国
平
均
２
８
円
の
目
安
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

１
時
３
０
分
に
開
会
し
、
は
じ

め
に
関
係
労
使
か
ら
の
意
見
陳
述

が
行
わ
れ
、
全
国
一
般
神
奈
川
と

ユ
ー
コ
ー
プ
労
働
組
合
の
２
労
組

が
、
各
委
員
が
聞
き
入
る
前
で
意

見
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
全
国
一

般
神
奈
川
か
ら
は
合
同
支
部
の
佐

藤
組
合
員
が
７
月
２
０
日
付
で
審

議
会
へ
提
出
し
た
「
２
０
２
１
年

最
低
賃
金
審
議
会
へ
の
意
見
書
」

を
読
み
上
げ
ま
し
た
。 

意
見
書
は
、
最
賃
ア
ッ
プ
の
要

望
と
全
国
の
最
賃
格
差
の
是
正
を

求
め
、
そ
の
中
で
①
経
済
政
策
の

視
点
か
ら
の
最
低
賃
金
で
は
な

く
、
最
低
生
計
調
査
に
根
拠
を
置

い
た
答
申
と
す
る
こ
と
。
②
非
正

規
労
働
者
の
生
活
実
態
に
即
し
た

答
申
と
す
る
こ
と
。
③
中
小
企
業

が
最
低
賃
金
法
を
厳
守
す
る
に
は

労
働
行
政
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ

る
と
い
う
内
容
で
し
た
。 

審
議
で
は
、
労
働
者
代
表
委
員

は
、
今
年
は
昨
年
と
は
違
い
各
種

条
件
を
検
討
す
れ
ば
最
低
賃
金
の

有
額
回
答
を
出
す
べ
き
だ
と
の
意

見
を
述
べ
ま
し
た
が
、
経
営
者
側

委
員
は
最
賃
ア
ッ
プ
に
反
対
し
て

お
り
、
有
額
回
答
が
出
さ
れ
る
か

は
今
後
の
審
議
し
だ
い
で
す
。
審

議
会
は
１
４
時
４
５
分
に
終
了

し
、
傍
聴
者
は
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
が
、
そ
の
後
専
門
部
委
員
会
が

継
続
開
催
さ
れ
、
ま
た
８
月
４
日

に
も
審
議
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
神
奈
川
の
最
賃
実
施
は
１
０

月
１
日
改
定
予
定
で
す
。
多
く
の

機
会
を
と
ら
え
て
最
賃
ア
ッ
プ
の

取
り
組
み
を
強
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

 
 
 
 

（
佐
藤
） 

７
月
２
５
日
の
支
部
代
表

者
会
議
の
後
、
恒
例
の
加
藤

農
園
の
馬
鈴
薯
を
使
っ
た
カ

レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
県
共
闘
か
ら
も
生

産
者
の
加
藤
さ
ん
を
は
じ
め

川
端
議
長
や
小
内
事
務
局
長

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
全

国
一
般
神
奈
川
の
参
加
は
５

職
場
と
例
年
よ
り
少
な
め
で

し
た
が
、
初
め
て
参
加
し
た

メ
ン
バ
ー
も
い
て
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
関
係
で
梅
見

や
花
見
な
ど
レ
ク
企
画
の
開

催
が
で
き
な
い
な
か
、
交
流

や
親
睦
を
深
め
る
貴
重
な
場

と
な
り
ま
し
た
。 

仕
切
り
役
の
野
中
さ
ん
を

は
じ
め
、
参
加
し
た
皆
さ
ん

ご
苦
労
様
で
し
た
。
政
府
の

恒
例
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
親
睦
を
深
め
る 

７・
２
５
支
部
代 

無
策
で
コ
ロ
ナ
の
収
束
の
目

途
は
見
込
め
な
い
状
況
で
す

が
、
そ
れ
で
も
医
療
現
場
で

働
く
地
域
の
労
働
者
に
感
謝

の
念
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か

ら
も
各
職
場
で
働
く
仲
間
の

生
活
も
守
る
闘
い
を
前
進
さ

せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

（
八
木
） 

反
戦
・
平
和
の
思
い
新
た
に
！ 

昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
と
い
う
状
況
で

７
６
回
目
の
敗
戦
記
念
日

（
８
月
１
５
日
）
を
迎
え
ま

す
。
平
和
集
会
や
平
和
運
動

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
唯
一
の
被
爆
国
で

多
く
の
戦
争
犠
牲
者
を
出

し
た
７
６
年
前
を
思
い
起

こ
せ
ば
、
核
兵
器
廃
絶
や
軍

縮
へ
の
思
い
は
強
く
、
戦
争

の
な
い
平
和
な
世
界
や
、
住

み
よ
い
社
会
と
環
境
の
実

現
は
悲
願
で
す
。 

し
か
し
こ
の
５
月
、
パ
レ

ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の

間
で
数
千
発
の
ロ
ケ
ッ
ト

弾
の
打
ち
合
い
が
あ
り
、
犠

牲
と
な
っ
た
子
供
や
人
々
の
悲
惨
な
映

像
を
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
届
け
ま
し
た
。
こ

の
中
東
戦
争
は
す
で
に
７
５
年
以
上
が

た
っ
て
な
お
、
両
者
の
隔
た
り
は
一
向
に

埋
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ

の
間
の
戦
争
で
パ
レ
ス
チ

ナ
難
民
は
約
５
５
０
万
人

と
も
い
わ
れ
、
戦
争
の
犠

牲
は
弱
者
へ
押
し
付
け
ら

れ
る
と
い
う
言
葉
は
実
証

さ
れ
、
そ
の
意
味
で
国
を

つ
か
さ
ど
る
政
治
家
の
責

任
は
大
き
い
。 

し
か
し
前
政
権
は
、
安

保
法
制
＝
戦
争
法
で
集
団

的
自
衛
権
の
道
を
開
き
、

核
な
き
世
界
に
向
け
た
核

兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名

を
拒
否
し
、
そ
し
て
秘
密

保
全
法
で
国
民
の
知
る
権

利
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵

害
す
る
。
ア
メ
リ
カ
か
ら

５
・
３
憲
法
大
行
動 

国
会
前
に
て 

兵
器
の
爆
買
い
、
そ
の
陰

で
、
モ
リ
・
カ
ケ
・
サ
ク

ラ
問
題
は
国
家
財
政
を
私

物
化
し
た
。
そ
し
て
菅
政

権
は
、
命
が
大
事
と
言
い

つ
つ
も
コ
ロ
ナ
感
染
が
爆

発
的
に
拡
大
し
て
も
な
お

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
優
先

し
、
辺
野
古
新
基
地
建
設

や
護
衛
艦
い
ず
も
の
「
空

母
化
」
に
向
け
た
改
修
で

軍
備
強
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
と
て
も
国
民
の
命
を

大
事
に
し
、
平
和
憲
法
を

活
か
す
政
治
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
こ
の
８
月
１
５
日

は
、
７
６
年
前
の
悲
惨
な

戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
え

さ
な
い
と
言
う
思
い
を
新

た
に
す
る
日
と
し
て
迎
え

た
い
。 

 
 

（
佐
藤
） 

審
議
会
傍
聴
の
入
場
手
続
中 


